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１ 園の経営目標 
・一人一人の子どもを大切にし、笑顔あふれる園生活を通して、「心も体も元気な子ども」「仲良く遊べ

る子ども」「感性と想像力豊かな子ども」を育てる。 

・家庭や地域の様々な社会資源と連携を図り、明るく信頼に満ちた園運営を行う。 

・豊かな愛情と専門性を持ち、子どもの最善の利益に配慮した質の高い保育を実践する。 

 

２ 園の現状 

・子どもたちは身近な大人の豊かな愛情に支えられ、一人一人が個性を輝かせて生活し、主体的に

遊ぶ場面が多く見られている。 

・「はっぴぃわくわくタイム」として異年齢交流を実施し楽しい時間を過ごすことで、活動に広が

りが生まれた。子どもたちには、憧れの気持ちやいたわりの気持ちが育っている。 

・保護者の子育ての意識が高い。説明責任を果たす事や丁寧な対応により理解が得られている。 

・地域の方とは挨拶を交わす等、日常的な関わり合いの中で、良好な関係づくりができている。 

・職員は「子どもたちのために何ができるか」を考え、創意工夫をしている。 

 

３ 今年度の重点的項目 
重点的に取り組んで 
いきたい事項－１ 子どもが心と体を動かし主体的に楽しく遊べる環境をつくる 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・毎日、合計 60 分以上、楽しく体
を動かす時間を確保する。 

・運動遊び研修の学びを職員で共有し、遊びに取り入れる。 
・毎日の活動に、運動遊びの時間や場を組み込む。 
・子どもの興味や関心を職員間で共有し、子どもが楽しめる

運動遊びの方法や場を全職員で考え実践する。 

・子どもが自ら遊びたくなるような
環境を整える。 

・子どもが遊びに没頭できるよう十分な時間を確保する。 
・子どもが自分のイメージに合うものを様々な素材から選び

とることができるよう保育室等の環境を整える。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－２ 保護者や地域と連携し、子どもの育ちを支える 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・園の情報をわかりやすく発信し、
保護者と対話していく。 

・ICT を活用し、毎日の活動報告に写真を多く添付する等、
視覚から園の活動を知ることができようにする。 

・年間を通して保護者と語り合える体制づくりをする。 

・保護者、地域資源を活用し子ども
の体験の幅を広げる。 

・ゲストティーチャーに社会事象等の話や遊びの紹介をして
もらい、子どもたちが新しく物事に出会える機会にする。 

・小学校と施設利用や交流の機会をもち、子どもが学校を身
近に感じることができるようにする。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－３ 

職員が主体性や同僚性を発揮し、資質・専門性を向上させる 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・職種を超えて、保育を語り合う。 
・テーマを決め、自由に語り合う場を会議の中で設ける。 
・小さい単位で全職員が保育を語り合い共通理解に繋げる。 

・主体的に学ぼうとする職場風土を
つくる。 

・年間でテーマを決めて、学び、検討する。 
・保育の振り返りから課題を見出せるようにする。 
・共助し認め合って意見を出す中で話し合いを進める。 


